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札幌文化芸術劇場 h i t a ru 　オフィシャルスポンサー 

14

歴史と芸術が響き合う

13

ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

札
幌
大
谷
大
学
・

札
幌
文
化
芸
術
劇
場hitaru

連
携
事
業

　

札
幌
大
谷
大
学
と
札
幌
文
化
芸
術
劇
場 hitaru

の
連
携
事

業「
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、昨
年
、札
幌
文
化
芸
術
劇
場 

hitaru

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ
の
オ
ペ
ラ『
ア
イ
ー
ダ
』や

バ
レ
エ『
白
鳥
の
湖
』の
公
演
時
期
に
合
わ
せ
て
、札
幌
大
谷
大

学
・
同
短
期
学
部
図
書
館
が
独
自
に
主
催
し
た「
ア
ー
ト
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
２
０
１
８
」が
前
身
で
す
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、今
年
６
月
、札
幌
市
芸
術
文
化
財
団
と

札
幌
大
谷
大
学
が
、芸
術
の
普
及
向
上
、教
育
及
び
文
化
の
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
後
は
両
者
が
連
携
し
な
が
ら
、音
楽
や
舞
台
芸
術
の
魅
力
の

普
及
や
、人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
、地
域
や
文
化
、教
育
の

各
分
野
へ
広
く
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

連
携
事
業
と
し
て
初
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
、７
月
の
第
１
回

ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、オ
ペ
ラ『
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
』の
見
ど

こ
ろ
・
聴
き
ど
こ
ろ
を
、同
大
学
の
准
教
授
で
も
あ
る
、声
楽
家

の
針
生
美
智
子
氏
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
鎌
倉
亮
太
氏
に
よ
る
ミ
ニ

演
奏
を
交
え
な
が
ら
千
葉
潤
教
授
が
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
し
た
。

オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ
な
ど
生
の
舞
台
を
鑑
賞
す
る
際
に
は
、予
習

が
大
切
。作
品
が
生
ま
れ
た
国
の
時
代
背
景
や
ス
ト
ー
リ
ー

な
ど
、事
前
に
演
目
に
触
れ
専
門
家
か
ら
詳
し
い
知
識
を
得
る

こ
と
で
、ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
、よ
り
公
演
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、若
者
を
含
む
広
い
層
へ
向
け
た
芸
術
の
普
及
向
上
を
目

的
と
す
る
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、参
加
料
を
な
る
べ
く
低
価
格

に
設
定
。宣
伝
用
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
、同
大
学
芸
術
学

部
美
術
科
の
学
生
が
手
掛
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
、例
え
ば
札
幌
文
化
芸
術
劇
場 hitaru

で
開
催
す
る

コ
ン
サ
ー
ト
や
オ
ペ
ラ
の
合
唱
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、同
学
部
音
楽

学
科
の
学
生
に
呼
び
掛
け
を
行
う
な
ど
、人
的
な
交
流
も
含
め

て
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
連
携
し
つ
つ
、事
業
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

去る６月、札幌市芸術文化財団は札幌大谷大学と協定を締結しました。
札幌大谷大学と札幌文化芸術劇場 hitaruの連携事業として新たに始まった
「アートプログラム」についてご紹介します。
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札
幌
市
芸
術
文
化
財
団
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
の
締
結

を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。本
学
は
こ
れ
ま
で
も
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル Kitara

と
の
間
で
、リ
ス
ト
音
楽
院
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
深
い
連

携
協
力
関
係
に
あ
り
ま
し
た
が
、札
幌
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
開
館
に

あ
た
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
想
い
を
共
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、本
学
図
書
館
と
札
幌
文
化
芸
術
劇
場 hitaru

と
の
連
携

事
業
と
し
て
3
回
の
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。北
海
道

で
唯
一
の
音
楽
学
科
、北
海
道
屈
指
の
美
術
学
科
、芸
術
に
強
い
大
学

図
書
館
を
有
す
る
札
幌
大
谷
の
特
性
を
活
か
し
、札
幌
と
北
海
道
の

芸
術
文
化
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（右）札幌大谷大学  髙橋肇学長、
（左）札幌市芸術文化財団  大友裕之副理事長

◉
札
幌
大
谷
大
学  

髙
橋
肇
学
長
の
コ
メ
ン
ト
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WEB会員

会 員 募 集 中

ウェブ ダイレクトメール
年会費無料 年会費無料

DM会員 （但し、送料・事務手数料1,000円／年度）

メールマガジンの配信 情報誌「WAVE TIMES」、
イベントスケジュール「PLAS」等の送付

「札幌市民交流プラザメンバーズ」は、市民交流プラザにより親しんでいただくための会員組織です。

チケットの先行発売や公演情報の提供など、さまざまな特典をご用意しております。 皆さまのご入会をお待ちしております。

WEB会員・DM会員に共通の特典

札幌市民交流プラザメンバーズ事務局
〒060-0001　札幌市中央区北1条西1丁目 札幌市民交流プラザ2階 札幌市民交流プラザチケットセンター内

TEL.011-271-2345（10：00 -19：00、休館日を除く）
※札幌市民交流プラザはメンバーズ事務局業務を（株）道新文化事業社（道新プレイガイド）に委託しています。

入会方法、規約など詳しくはWEBサイトをご覧ください　▶ http://sapporo-cp-members.jp/

札幌市民交流プラザメンバーズ

月2回程度、札幌文化芸術劇場 hitaruの公演情報やチケット情報、
札幌文化芸術交流センター SCARTS、札幌市図書・情報館のイベン
ト情報などをメールマガジンで配信いたします。

2ヵ月に1回、札幌市民交流プラザの情報誌やイベントスケジュール、
主催公演チラシなどを郵送いたします。

特典特典

主催公演のチケット先行発売
札幌文化芸術劇場 hitaruが主催する
公演のチケットを一般発売に先駆けてご
購入いただけます（完売によりご購入いただけ
ない場合がございます。あらかじめご了承ください）。
リハーサル見学
札幌文化芸術劇場 hitaruの主催公演
（一部）のリハーサルをご覧いただけます
（応募者多数の場合は抽選）。

施設見学会
札幌文化芸術劇場 hitaruの施設見学
会にご参加いただけます（応募者多数の場
合は抽選）。
プラザ内のカフェ・レストランでの優待
■1階カフェ「MORIHICO. 藝術劇場」
　での優待
■2階レストラン「DAFNE」での優待

プラザ近隣のホテル・飲食店等での
各種優待
■近隣ホテルや飲食店等
（2019年4月末時点で約100店舗）
での各種優待
※詳細はメンバーズHPをご確認
ください。
https: //sapporo-cp-members.jp/privilege

※DM会員には会員カードを発行します。
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